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 森羅万象に清新の気が満ちあふれている今日の佳き日に、令和５年度の大学並

びに大学院の入学式を挙行できますことは、この上ない慶びであります。教職員一

同、希望に満ち溢れ、大きな志を抱いて、入学してきた皆さんを、心から祝福しま

す。 

ただ、感染リスクを可能な限り回避する形で、入学式を挙行することにいたしま

したので、残念ながら、来賓や保護者の皆様のご臨席についてはご遠慮いただく

ことになりました。誠に、申し訳なく思っております。どうかご理解賜りますようお

願い申し上げます。 

 

さて、学部新入生の皆さん、入学おめでとう。本学は、皆さんの夢や希望を叶え

るために、充実した施設設備の学習環境を整えるとともに、世界に名をなす素晴ら

しい先生方が、皆さんを温かい心で迎え、一生懸命教授させていただきます。 

新入生の皆さんは、高校時代の３年間、コロナウイルス感染症の蔓延により、日

常生活は勿論のこと、学校における就学環境も様々な制約を受けて来られました。

誠に残念な状況であったと拝察しております。その分、これから始まる本学での学

園生活では、伸び伸びと自由に楽しく活躍できるよう、我々も精一杯努力してまい

りたいと思っております。 

 

 また、厳しい選考試験に合格し、晴れて大学院に進学する７３名の皆さん、進学お

めでとう。学部教育の上に、更に専門的な知識や技術を極めようとしている、皆さ

んの志の高さに衷心より敬意を表します。学部時代の研究が更に大きく飛躍する

よう願っています。 

 

 

 ところで、皆さんを取り巻く社会は、国が「ソサイエティー５．０」社会と呼んでいる

ように、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）が高度に融合した、

いわゆる、近未来的社会を迎えようとしています。即ち、大容量通信５G と超高速

処理可能な量子コンピュータが実用化されたことにより、IOT（Internet of 

Things）や人工知能 AI が普及し、十数年後、今ある仕事の半数は無くなり、今は

存在しない仕事が半数以上を占める社会になると言われています。いわゆる、デ

ジタル化が急速に進むことにより、社会システムが大きく変わることを意味してお

り、まさに、新時代の到来を予測するものであります。では、その新時代を誰が創

出し、築き上げていくのでしょうか。実は、世の中全体が大きく動くとき、また社会

の価値観が大きく変化するとき、そのエンジンは常に若者が担ってきました。多様



で理想的な未来創出のためには、若者一人ひとりの積極的な参画が極めて重要で

あり、若い皆さんの力が強く求められているのです。是非、未来課題への取り組み

に参画してください。新時代の担い手は皆さん自身であります。皆さん自身が、イ

ノベーターとして、未来社会を構築していくことになるのです。皆さんには無限の

可能性があります。しっかりとした心構えを持って、自分のやりたい夢や目標を見

つけ、努力すれば必ずやイノベーターになることができるのです。その心構えとは、

ただ一つ、自ら積極的に学ぼうとする姿勢を持つことであります。世界の先端的大

企業（GAFA 等）の多くが、人材に求める能力として、『学ぶ力』を最も重視すると

言っています。高校までは受け身の授業が多かったと思いますが、大学では何を

学びたいのか皆さん自身が自分で決めなければなりません。本来大学における学

問とは自ら問い、自ら学ぶことであり、皆さん自身が主体的に課題を見つけ、その

課題に真摯に取り組むことが肝要であります。本学は、様々なプログラムやアクテ

ィビティを準備し、皆さんを一生懸命サポートさせていただきます。皆さんには

瑞々しい好奇心を常にフル回転し、あらゆることにアグレッシブに挑戦してほしい

と思います。多くの人たちと「わいわい、がやがや」話し合うことがとても重要であ

ります。皆さんが自ら問い、自ら学ぶ積極的な姿勢を続けていけば、何時しか生き

る力や自律心が身についていきます。そして、楽しい夢や目標を描くことができ、

未知の世界を切り拓く力が必ずや備わっていくものと確信しています。 

また、イノベーターとして具体的に何かを創成しようとした時に必要になるのは、

独創性と創造力であります。独自のアイディア発想法をもとに、イノベーション能力

や発明発見能力を開発しなければなりません。本学では、このような未来に挑戦す

る若者を育成しようと、全学科の学生を対象に『アントレプレナーシップ即ち起業

家精神育成のための教育プログラム』を開講しています。ビジネスプランコンテス

トの開催やサークル活動など様々なアクティビティも準備していますので、皆さん

には、是非、この講座を受講していただきたいと思います。 

アップルのスティーブ・ジョブズ氏やグーグルのラリー・ペイジ氏、セルゲイ・ブリ

ン氏、フェイスブックのマーク・ザッカーバーグ氏などは、学生時代に起業し、その

会社を十年程で世界のトップ企業に成長させました。アメリカのシリコンバレーに

はそのようなベンチャー企業がひしめいています。新しい時代を切り開くのは、間

違いなく、若き皆さん達自身であります。是非、皆さんの力でイノベーションを起こ

していただくよう期待したいと思います。そのためにも、本学において、自ら学ぶ

姿勢を着実に築いてください。人生は一度きりしかありません。自分がやりたいこ

とをしっかり見つけ、クリエイティブに実践しながら夢を掴んでください。創造性を

高め、何かを新たに生み出すことは、とても楽しいことであり、遣り甲斐がありま

す。ワクワク、ドキドキするような素晴らしい人生の第一歩を、ここ崇城大学から始

めていただくよう願っています。 



 

 

時に、皆さんにお願いしたいことが、もう一つあります。それは、国際社会へ積極

的にチャレンジして欲しいということであります。 

今や、世界はボーダレス時代になったと言われています。多くの日本企業が海外

に進出し、外国人社員が急速に増加する中、社内公用語を英語にした会社も増え

ています。皆さんが思っている以上に、社会はグローバル化しており、皆さん自身

も、外国の人とコミュニケーションを持ったり、一緒に仕事をしたりすることが多く

なると思われます。 

熊本も、台湾の半導体製造企業「TSMC」が進出することになり、グローバル化

が一足飛びに進展すると言われています。昨年度、本学を卒業した学生の内、１２

名の学生が「TSMC」の進出企業に内定を果たしましたが、最終試験の面接は英語

だったとのことであります。 

どうか、皆さんには、本学において国際感覚を養い、グローバル人材としての基

礎を築いていただきたいと思います。本学では、皆さんの英会話力の強化を図る

ため、皆さんの英語授業のすべてを、ネイティブの先生方が教授します。さらに、授

業以外でも、英語力の習熟を目指す学生のために、英語学習施設「SILC（シルク）」

の２階に、英語の自律学修センター『ＳＡＬＣ（サルク）』を設けており、いつでも自由

に利用することができます。この『ＳＡＬＣ（サルク）』には、皆さんの習熟レベルに合

わせた、自学自習の教材がそろっており、またネイティブ教員やファシリテーターが

個人指導を行うようにしておりますので、この『ＳＡＬＣ（サルク）』を利用していただ

ければ、英語力をどれだけでも伸ばすことができます。少しの時間でもいいので、

どうか頻繁にまた積極的に活用していただきますよう期待したいと思います。 

 

ただ、グローバル人材にとって、重要なことは、英語力だけではなく、外国の文

化理解や外国人との交流であります。そこで、皆さんには、是非積極的に海外へ留

学する気概を持っていただきたいと願っています。昨年までは、コロナ禍の中、海

外留学は難しい環境にありましたが、今年度は実施できそうなので、是非トライし

ていただきたいと願っています。海外留学は魅力的で楽しいものです。本学では、

皆さんが留学しやすいよう、各種のプログラムと奨学金を準備しております。是非、

外国の学生達と交流を持ちながら、世界的な視野を養い、異文化理解を深めてく

ださい。海外での体験は、強い精神力とコミュニケーション能力を鍛え、人間力や

生きる力を高めます。そして、国際社会で活躍できるステージへと、皆さんを押し

上げてくれるでしょう。皆さんが、国際社会へ羽ばたいてくれるよう期待したいと

思います。 

 



 

最後になりますが、崇城大学の理想は、「学生の皆さんが活き活きとして、日本

一、笑顔あふれる大学になる」ことであります。どうか、皆さんは、これからの本学

での学園生活において、多くの友人達と切磋琢磨し、元気に、楽しく、自分の個性

を伸ばしていただきたいと思います。そのためにも、クラブ等の課外活動やボラン

ティアなどに積極的に取り組み、様々なアクティビティを実際に体験しながら、人

の輪を広げていって欲しいと思います。 

崇城大学は、皆さんを鍛える道場であります。この道場での厳しい修業を通して、

皆さんが自らを磨き、大きく、大きく成長してくれることを期待し、式辞といたしま

す。 

 

令和五年四月五日 

崇城大学 学長 中山峰男 


